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表記における正誤の基準
武 部 良 明
1考 察の対象目
日本語の表記 として普通に行なわれているのは・いわゆる漢字かな交じ
り文であるが,こ れも,正 しく書 くとなると,なかなかむずか しい。相当
ロ
教養があると思われる日本入の書いたものでも,きび しく検討すると,い
ろいろの誤 りの指摘できることが少なくない。また・新聞 ・雑誌 ・教科書 ・
目辞書など,本来正 しい表記を用いようとしているものの中にもいろいろの
異同があ り,どれがほんとうに正 しいのか迷 ってしまうことも多い。その
うえ,こ の種の正誤をさらに複雑にしているのが,戦後の国語政策に基づ
く現代表記 と,そのような影響を受けない旧表記との共存である。
しかし,日 本語教育の立揚でその実際面を考えると,表 記に関しても・
やは り正しい正 しくないの基準が,ど うしても必要である、そうい う正誤
の基準をあいまいのままにしておいては,教 育そのものが成 り立たないか
らである。そこで取 り上げようとするのが,・目本語教育において表記にお
ける正誤の基準を どのように考えた らよいか とい うことである。 すなわ
ち,そ の問題点について,これを四つの面から考察しようとするのが・こ
の小論である。四つの面 とい うのは,表記を構成する文字の字体の正 しさ,
語を単位 とする文字の使い方の正しさ・文章の中における語の表記の正 し
さ,な らびに種々の条件から見た文字および表記の正 しさである。
2奉 記を構成する文宇の字体の正しさ
まず,表記を構成する文宇の正 しさであるが,この面で問題になるのが,
個々の文字の字体である。字体とい うのは,個 々の文字を区別する形式的
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要素としてのその文字本来の字:画である。すなわち,そ の文字がどのよう
な画で構成 されているか とい.うことである。そうして,こ の立場で基準 と
なる字体を定めているのが,か なの揚合に 「小学校令施行規則」(明治 路
年 ・文部省令)のi号表に掲げられているひ らがなおよびかたかなである。
また,漢 宇の揚合,「当用漢字字体表」(昭和24年 ・内閣告示〉に掲げられ
ているいわゆる新字体である。すなわち,字体に関 しては,こ の両者に従
うのが正 しい形であり,教育の立場では,この字体 と異なる形を誤 りにし
なければいけないわけである。
しか し,困 ったことに,社 会一般 を見渡すと,か なの場合はともか く,
漢宇に関しては,必ず しも 「当用漢字字体表」に従 った字体が用いられて
いるとはかぎらない。 「会社」が 「會肚」,「国宝」が 「國寳」など,旧字
体によるものが・いくらも目に触れるか らである。名刺などでは 「万Jを
「萬」,「鉄」 を 「鐵」など,旧字体のまま用いる入 も少な くない。それは,
一度書かれた形がそのまま残るだけでなく,新 たに書く揚合も,み だりに
改めることが好まれないからである。また,教 養ある日本人でも,書 く揚
合に必ず しも 「当用漢字字体表」 に従 った字体を用いるとはかぎらない。
「冬 ・冬J「包 ・包」など新旧の差異が微細な場合は,改定 されたことに気
付かない人も多いからである。 とくに小学校で覚えた字体は後々までも使
われていく。「分」の上 を 「合」 と同 じにする形や,「着」の上の縦画を下
の 「ノ」 と続けてしまう形などが用いられるのも,かつてそれ らが小学校
の国定教科書に用いられていたからである。そのうえ,こ ういう事情をさ
らに複雑 にしているのが,「彷(働)・辛(卒)・巾(幅)」などに見 られる俗体
としての書写体であ り,「玉(衛)・杁(従)ゴなど簡体字 といわれる大陸字体
の輸入である。
また,図案化 された文字の中には,古 い字体や変形した字体を用いるこ
とも多い。新聞の表題 も,「朝 日新聞」 「毎日新聞」「読売新聞」 それぞれ
に特別の字体が用いられている、たとえば,「新聞」の 「新」であるが,「朝
日」とr毎 日」は・左下がr木」でなくr未Jに なっている。r朝目」の
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「朝」 は,左 の上が ナベ ブタ,下 が 「丁」 にな ってお り・「毎 日」 の 「毎』
も,上 がナベブ タ,下 がr田 」 の横 画の左右 に出たr形 」(貫 の上 の形)に
なってい る。 「読 売」 は 旧宇体 「讃 費」に してい るが・ これ もよ く見 る と
「讃」の右 の上 が 「士」 でな く 「土」 であ り,「責」 の上が 「士」で な く
「十」である。 その他,細 かい ことにな るが,旧 字体 な ら 「讃 」 の場合 に
「士」 の下が 「四」,「費」 の場合 に中の曲画が縦画 にな った ア ミガシラの
はず が,両 方 ともア ミガ シラにな っている。r新」の左 の上 の点も・r朝日」
は縦であるが 「毎 日」 と 「読売」 は横 になっている。 そ うして・ これ らは
いずれ も古 い ものにその例が見 られ るのであ り・その点では誤 りとも言え
ないのである。 とくに本 来の古 い字体 は格式ぱ った揚合 に好 んで用 い られ
るが,そ うな ると,「昭和」 の 「和」 も左右が入れ替わ り.ク チヘ ンに ノ
ギ とな って しま う。 実は この形が・皇太子殿下御成婚記念 としての記念切
手 に用い られている。漢字の字体 も,気 を付 けて見てい る と,思 わ ざる形
に出会い,日 本 人です ら驚 くこ とが少な くないので ある。
しか し,試 験の答案 に 「昭和」の 「和』を クチヘ ンで書 いた り,「毎 日」
の 「毎」 をナ ベブ タで書い て,こ れ を正 しい とす るわけにはいかない。教
室 で指導 した のが 「和」で あ り 「毎」であ る以上,そ のよ うな答案 はや は
り"ま ちが えた"の であ り,誤 りとしてよいのである。 教 科書 に 「幅 ・
衛」 とあ り,こ れ を教室で練習 したのに対 し,「巾目・丑」 を正 しい とす る
ことはできない。教室外 でこの種 の形 を見掛 けてそれが読め るこ とは必要
だ としても,規 範 的な宇体 をお ろそかにす ることは,好 ま しくな いか らで
あ る。同 じこ とは,「冬 ・冬」や 「包 ・包」につ いても言 えるはずであ るσ
た だし,「冬」 「包」については,こ れを誤 りとす ることに反論 があるかも
しれない。 それは 「冬」 「包」 との差異 が微細で あ り,日 本人 です らそれ
に気付かない揚合が見 られるか らである。 とくに・「冬 ・冬 」「包 ・包」の
差異は 「ミ ・シ」 「己 ・巳」 の場合 と異な 弘 別 の文字 にな って しまうわ
けでもない、 しか し,「未 ・末」 「抽 ・押」 は正 しく書 け,「妹 ・抹」 の右
の部分や 「苗 ・笛」 の下 の部分は どちらで もよい と言 って も,そ れは正誤
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を紛 らわ しくす るだけである、 そのこ とは,数 多 くの漢字 を学習 した あ と,
で初めて納 得で きることであ り,個 々の漢 字の学習にあた っては,教 科書
どお りの字体 を練習 し,そ の とお りの形 を正 しい とす るほ うが,ず っと理
解 しやすいのであ る。 そのため,小 学校 の場合 は,点 画の長 短 ・方向 ・曲
直 ・付 けるか離すか,止 めるか,は ねるか,払 うかな どについても,教科書 ど
お りの形で習得 させ ることが基本 とな っている。それ を考える と・外 国人
に対す る日本語教育 において も,こ の方針に越 した ことはない と言えるの
である。そ うしな ければ,「規」 の右が 「貝」にな り,「則Jの 左 が 「見」に
な るような形 も生 まれかねない。「杖」 の右 が 「文」 にな り,「対 」の左が
「丈」にな って しま うか もしれ ない。 さらに 「刺 ・束」 「偉 ・専」「勝 ・券」
・の構成要素の微細 な差異が わか らな くな り・極 端な揚合は・全体の印象で
「失礼」 を 「牛 乳」 と混同す るこ とさえ起 こるのである。
ところで,個 々の文字の正 しさについては,字 画だ けでな く・筆順も ま
た見のが しては ならない要素であ る。筆順 とい うのは,文 字 を形成す るに
あた って字画 を書 き進 めてい く方 向お よぴ 順 序の こ とである。 もちろん,
この場合,文 字 そQも のは書 き終わ った形で一般 の 目に触れ るわけであ る
か ら,で き上が りの形 が正 しければ,筆 順な ど どうで もよい とい う考え方
も行 なわれ てい る。 しか し,こ れ を許す と,上 下の縦画が通 るr果 」の揚
合 でも・r田」 の下 にr木 」 を書 き,上 下の縦画が離れ るr棄 」の場合に長
く通 して しま うこ とも起 こ りかねない。 こ うして 「先」 と 「失」 とが同 じ
にな り,「夢」 の上が 「価」 の右 と同 じにな って しま う。 また,書 くたび
に筆順が異 なったのでは,た えず 目で確かめ ていかな ければな らず,い つ
までたっても手 だけで気楽 に文字の書 ける状態 に達 しない。すなわ ち・筆
順 とい うのは,手 が文字 を覚 えるた めにぜひ とも必要 なもの であ り,筆 順
を一 定 させ る利 点の一 っは,こ こに見 られ るので ある。
もっ とも,こ うい う観点 か らすれば,筆 順 は個 々の文字 において一定 し
ていればよいのであ り,必 ず しもr筆 順揃導 の手 びき」(昭和33年 ・文部
省)に よらな くてもよい と言 える。 この手引 きの中 には 「右 ・布」の場合 に
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rノ」 が先 ,「左 ・友 」の揚 合にr-」 が先な ど・必要以上 に紛 らわ しい筆
順 も見 られ るか らであ る。 また,r必」 やr発 」の上(ハ ツガシラ)などの
よ うに,こ の手引 きに示 された以外 の筆履が成 り立つ形 の ものも多い。・そ
のため同書には,「 ここに取 りあげなか った筆順 につい てもト これ を誤 り
とす るもので もな く,末 た否定 しようとす るもので もな いJと 述 タ られて
い る。 しか し,一 般 の 日本 人に対 して,と くに小学校 において,こ の 「筆
順指導の手び き」が適用 されている以上,外 国人に対す る・日本語教育 にお
い ても,こ れに従 うほ うが無難である。 その うえ,文 字 の書写 に慣 れて く
ると,し だい に速度 が出て くるようにな り,字 画が続 いて しま うものであ
る。そ うな った揚合,普 通に行なわれ てい る筆順 と異な った筆順 で書 レ.・て
い ると,で き上が った文字の形その ものが通用 しな くな るおそれ も生 まれ
て くる。それ と同時に・「筆順指導の手び き」に採用 されてい る筆順は・わ.
りあい書 きやす く,文 字の形 も容 易に整 うこ とを見のが してはならないの
で ある・r右 ・布」 の揚合 に 「ノ」が先・「左 ・友」の場合 に 「一」 歩先 に
な るの も・rノ 」 の長 さが・ 前者の場合 に短 く・後者 の場合 に長い こ とが
基礎にな っているのであ為。
3語 を単位 とす る文字 の使い方の正 しさ
次に,語 を単位 とす る表 記の正 しさに移 る。 この面で は,す べて の語 に
固有の文字づかいが固定 している と考 え,規 範的な立場 でそれ をそ の語 の
正 しい表記 とす るわけであ る。た とえば・「セ ンモ ン」とい う語 の場合・「専
門」が正 し く,「専問」は誤 りであ る。 町 を歩いていて 「専間店」 とい う.
看板 を見掛 けて も,こ れは誤 りだ とするのが普通 である。 「ソッセ ン」 の
揚合,「率先」が正 しく・ 「卒 先」 は誤 りで ある。週刊誌 を読 んでい て 「卒
先」 とい う表記に出会 って も,そ れ は誤 りであ る。 その他,「マヂ カニ ・
ア トカタモナ ク」 は,「間近 に ・跡形 もな く」が正 しく,「真近 に ・跡方 も
な く」は誤 りである。 しか し,「一応 ・一往」 「一騎打ち ・一騎討ち」な ど
になる と,一 方 の表記 を誤 りとす るのは行 き過 ぎになる。 これ らの表記 を
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持 つ語 は,そ れぞれ両方 とも発音 ・意昧 ・用法が 同 じである以上,そ の間
に互換 性 を認めないわけ にはいかない。 二 うい う場合 は,「 同 じ語の表記
のゆれ」 と考 え,両 方 とも正 しい とす るよ りしか たがないのである。
しか し・一 つ一 っの語 につい て検討す る と,2種 類 の表記 を見掛 ける場
合,一 方 が誤 りなのか,両 方 とも正 しい のか,そ の区別す らは っき りしな
いこ とも多 い。 そこで,こ の点 につい て広 く用 例 を集 めて審議 し,傾 向や
考 え方 に関 して見解 をまとめたのが,国 語 審議会 「漢字 表記のゆれ につい
て」(昭和36年 ・部会審議報告)であ る。 それ に よれば,「専門 ・専 問」 は
「専問」 を誤 り,「率先 ・卒先」 は 「卒先 」 を誤 りとしてい る。 「聞近 ・真
近 」「跡形 もな く・跡方 もな く」は 「真近」「跡 方 もな く」 を誤 りとしてい
る。 これ に対 し・「一応 ・一往」 「一騎打 ち ・一騎討 ち」 の場合は,前 者 を
好 ま しい としなが らも,後 者 も認 めてい る。す なわ ち,こ のほ うは正 誤の
問題 でな く,ゆれの問題 にな ってい る。その他・紛 らわ しい もの を見 る と・
「解熱 ・下熱 」 「形 態 ・形体」 「支払 い ・仕払 い」 は,前 者 を正 しく,後 者
を誤 りとしてい る。r元素 ・原索 」F準決勝 ・准決勝」「上家 ・上屋」は・前
者 を好 ま しい としなが らも,後 者 も認 めてい る。 しか し,こ の種 の語 にな
る と,社会 一般 に この よ うな基準 が必ず しも行 なわれ ているわけではな く・
辞書や表記辞典 の扱 いもまちまちである。そ の点で は,個 々の語 を単位 と
して見 た文字 の使 い方 には,個 たの文字 の正 しさほ どの強 い基準が見 当た
らない のであ る。
また,「漢字表記 のゆれ にっ いて」 の本文 を読む と,「専 門」 の場合,「 し
ぱ しば"専 聞"と い う用例 を見か ける」 ことが指摘 され てい る。 しか し・
これにっいてはrゆ れの問題 とい うよ りは,む しろ正誤 の問題」 であ り・
「今 日の ところ,こ れは誤 りとす べ きであ る」と してい る。.「率先」 の揚合
も,「卒先」 に関 し,「今 日では漢和辞 典にも記載 するものがある くらい で
あ る」 と付記 している。 そ うして,さ らに 「"率"は"リ ツ"と だけ使
ウて,``ソツ"に は"卒"を 使 うようにな ってい くかも しれ ない」傾 向
まで指摘 してい る。本 来は誤 りとされる表記で も,一 般にその使用 が行 き
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渡れぱ,「 一般 に 行 なわれている とい う こ とが 尊重 される べ きであろ う」
とい う項 に該 当 して しま う。 この点では表記 も,発 音 と同 じ く,変 遷す る
わ けで ある・本来はr独 得 ・女方」ボ正 しく 「独特 ・女形」は見 当た らな
か った としても・今 日で は 「独特 ・女形」のほうが一般的で ある。かつ て
通用 した 「簡短 ・矢表」 も,今 日ではむ しろr簡 単 ・矢面」 だけを正 しい
とす ることが多い くらいであ る。
ところで,こ の種 の正誤 の中には・戦後 に行 なわれた国語政策 の一環 と
してそ の基準の示 された もの も少な くない。それは・r当用漢字 表」(昭和
21年 ・内閣告示)の発表にあた り・「廻 → 回」 「綜 合 → 総合」 などの代用
が 指示 されたか らである。その用例につい てはr文 部省刊行物 ・表記 の基
準」(昭和25年 〉,「公用 文作成 の要領」(昭和27年),あ るいは 「学術用語
集 」(昭和29年 一),「法令用語改正要領」(昭和29年)な どに収録 され てい
る。 また・公用文だ けでな く,日 本新 聞協会や 日本放 送協 会 もこれ を取 り
上 げ,種 々の用例 を実行 に移 してきた。 これ らの うち,.「書 きかえが妥 当
で あると認 め,広 く社会 に用い られる ことを希望す るもの」 を審議選択 し
て示 したのが,国 語審議会報告 「同音の漢字 による書 きか え」(昭和31年)
である。そのため,こ の報告は,「廻 ・劃 ・躇」 を 「回 ・画 ・踏」 に し,「綜
合 ・根祇 ・活濃」 を 「総合 ・根 底 ・活発 」 にす るな どの書 きか えに関 し,
その基準 を示 した もの と見な されているわけであ る・
しか しなが ら,漢 字はそれぞれ固有の意味を持 ってお り,個 々の語 の本
来 の正 しい表記はその固有の意味に基 づいている。『踊」 は 「足ぶ み・小お
ど り ・足で拍子 をとってお どる」 意味 を持った めに 「舞 踊」 に用 い られ,
『濃 」 は 「水 を散 らしかける ・魚が勢い よ くとぴ はね る」 意味を持 つため
に 「活濃」 に用い られ る。 したが って,こ れ らの場合に,「足 の下 に敷 く」
意味 の 「踏」や 「外へ出す」意味 の 「発 」で書 くことは誤 りであ る。すな
わ ち・ 「当用漢字表」 を中心 とす る戦後 の国語政策は,本 来誤 りとされて
いた形 を新た に正 しい とし,「広 く社会 に用い られ るこ とを希望す る」 に
至 ったのである。また,こ のよ うな趣 旨そのものは国語政策 に協 力す る新
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聞 ・放送 ・雑誌な どの分野で類推 拡張 され,「臆病 ・一獲 千金Jを 「憶 病 ・
一獲千金」 と書 き替 えるな どの形 も用 い られている。 これ らもまた,本 来
は誤 りとされていた形 である。
そのため・ これ らの書 き替 えの中には,必 ず しも一般 に広 く受 け入れ ら
れ るに至 らなか った ものが出たの も,ま た,や むをえないわ けである。た
とえぱ,「鷺製 ・訣別 ・下剋上」で あるが・ 「薫製 ・決別 ・下克上」 と書 き
替 える二とにな っていなが らもそれが無視 され,引 き続 き本来 の形 を用 い
ている例 が 目に付 く。 「禁鋼」の 「禁固」,「海藻」 の 「海草」 も法律関係 ・
植物学関係 に受 け 入れ られず,「 法令用語改正要領」 にはふ りが な付 きの
「禁 鋼」,「学術用語集 ・植物学編 」 には交ぜ書 きの 「海そ う」 が示 されて
い る。す 訟わち,同 音 の漢字 による書 き替 えを意図 した一連の新 しい表記
に関 しては,そ のすべ てが広 く用 い られ ているわけでもないのであ る。そ
・の点で この場合 は,正 誤 の基準 に関 し,か え ってあい まいな場合 をふや し
た とも言 えるの である。
以上 は,漢 字書 きの語 について見た ので あるが,か な書 きの場合は,こ
の ような正誤や ゆれが発音 の正誤や ゆれ とも関係 を持つわ けである。 もっ
とも,こ の場 合,「しゅうぎい ん(衆議 院)・さんぎいん(参議院)」の[ギ1が
鼻 音化す るか しないかは,表 記 と関係 がない。「菓子 ・外 国」 の揚合 に[カ ・
ガ1か[ク ワ ・グ ワ1かは・「現 代かなづかい」(昭和21年 ・内閣告示)と し
て規定 され てい る。「経 営 ・命令」 の場 合に工列 長音 か[イ]か で発音がゆ
れ ていても・かなづかい としては 「い」 が正 しい。 「輸出 ・芸術」 に見 ら
れ る1シ ュツ ・シツ1[ジュツ ・ジ ツ]の ゆれ も,「当用漢宇音訓表」(昭和
23年 ・内閣告示)によれ ば 「しゅつ ・じ ゅつJが 正 しい。 しか し,「むず か
しい」か 「むつか しい」か,「かか し」 か 「かが し」か,あ るいは,「営業
所 ・販売所 ・診療所 ・発行所」の 「所」 は{シ ョ1か[ジ ョ]か とな ると・
発音 の正誤や ゆれが・その まま表記のゆれ に関係 して くる。実 際に行なわ
れ てい る発音に従えば,「後退」 の意味 を持 っ語 に 「あ とじさり ・あ とず
さ り・あと しざ り ・あ とす ざ り」 な どい ろい ろ成 り立つか もしれ ない。 し
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か し,も しもそ こに発音の立揚で 正誤 の基準があるな らば,表 記のほ うも
その基準 によって規制 されるはず であ る。この よ うに考 える と,・国語審議
会 「発音の ゆれ について」(昭和36年 ・部会 審議報 告)もまた無 視す るこ と
が できない ので ある。
た とえば,「むずか しい ・むつか しい」であるが,「発 音のゆれ にっ いて」
では[ム ツカシイ1を 誤 りとしてい る。「かか し ・かが し」につ いては[カ
カシ】を好 ましい としなが らも,[カカ。シ1も認 めている。「所」の発音 に関
しては,「営業所」は[シ ョ1を好 ま しい とし[ジ ョ1も 認め る,「販 売所」
は[シ ョ]だ けが正 しく1ジ ョ1は誤 り,「診療所」 は[ジ ョ1を好 ま しい と
し[シ ョ1も認 める,「発行所」は[ジ ョ]だけが正 しく[シ ョ1は誤 り,と
な ってい る。「後退」 については[ア トジサ 男 を好 ま しい と して[ア トズ
サ リ1も認 め,[ア トシザ リ1[アトスザ リ】を誤 りとしている・ これ を基準
にすれぱ,「むず か しい ・かか し ・えい ぎ ょうし ょ・はんばい しょ・しん り
ょうじ ょ ・は っこ うじょ ・あ とじ さり」 が正 しく,「かが し ・えい ぎ ょう
じ ょ ・しん りょうし ょ ・あ とずさ り」 も認 め られ るわけであ る。 しか し,
た とえば 「むずか しい ・むつか しい」 の対立 に関 し,本 文では 「関東 ・関
西 の対立」 とし,「標準的 な形 として"ム ズ カシイ"を 採 るに して も・"ム
ツカシイ"の 形 をも認 めないわけ には いかないであ ろ う」としてい る.こ
れ についてはそれ以前 にも 「標準語の ために」(昭和29年 ・国語審議会報
告)において 「近来,文 章の上で多 く"む つか しい"が 見 えるが・ 一応
"むずか しい"を 標 準の形 と認め た』 としている。 「むずか しい」 に限 ら
ず,社 会 一般 にこのよ うな細かい基準 が必ず しも守 られ ていないこ と,前
記 「漢字 表記 のゆれ につい て」の揚合 と同 じである。
また,か な表記 とい う点 では,外 来語 のか たかな表記 にも問題が見 られ
るわ けであ る。 この場 合は 「ラヂ オ ・ギ リシ ャJが 旧表記で,「ラジオ ・ギ
リシア」が現代表記である。 しか し,同 じ現 代表記の中でも・一般外来 語
につい て基準 とされてい る 「外来語 の表記」(昭和29年 ・国語審議 会報告)
と地名 に関,しての基準 「地 名の呼 ぴ方 と書 き方」.(昭和33年 ・.文部 省)ど
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で は,原 語 に対す る扱いの異な るものがあ ること周知の とお りであ る。 そ
の ため,「ハ イウエ ー」の 「エJは 大 き く,「ミ ッ ドウェー」の 「エ」は小
さいとか,「スエ ー ド」 は 「スエ」 寿 雪 「ス ウェーデ ン」は 「ス ウ出」の
よ うな差異が見 られ るわけである。また,同 じ く一般外来語 で も,「レポ ー
ト・リポー ト」 「スパ ゲティ ・スパ ゲ ッテ ィ」 の よ うにゆれ ている ものが
あ る。 前記 「外来語 の表記』 に示 され た 「ア ップ リケ ・ソフ ァー ・レー ン.
コ ー ト」 のほか に 「アプ リケ ・ソファ ・レイ ンコー ト」も行なわれてい る。
その他,新 しく必要 にな った語の場合 には,た とえば遊技の 「ボウ リング ・
ボー リング」の よ うに,安 定す るのに暇が掛か るもの も見 られ るのである。
これ を要す るに,語 を単位 とす る文字の使い方の正 しざについては,そ
の 基準が 個 々の 文字 の 正 しさほど 強力に 規定 で きる わけではないのであ目
る。そのため,教 科書 に採用 されている表記 と社会一般に見掛 ける表 記 と
の 間に異同が生 じるのも,や むをえないのであ る。 したが って,こ うい う
場合 も,教 育 の立揚 では,と くに初級 の毅 階では,教 科書作成 にあた って
基 礎 とした独 自の基 準 によって正誤 を決 めてい くよ りしか たが な くなるの
である。
4文 章の中における語 の表記 の正 しさ
この よ うにして,学 習の立場では,個 々の文字の正 しい字体を一つrっ
習得 してい く,そ れ とともに,語 を単位 とした正 しい文字の使 い方を一 っ
一 つ習得 してい く。日本語の表記 につい ては,や っかいな ことでは あるが,
こ うい う習得 をこつ こづ と積み重 ねてい くこ とが どうして も必要 なのであ
る。 この間に,も しも 「専 門」 とい う語 について,「専」 とい う字 を 「博 」
のつ く りのよ うに書 いて しま う誤 りが起 こる とすれ ば,「 専」 とい う字 の
字 体が正 しく習得 された とは言えない。 「門」 の部分 を 「問」に して しま
う誤 りが起 こるとす れば,「セ ンモ ン」とい う語 として見た場合 に 「問 」で
な く 「門Jで ある とい う注意が行 き届いていた とは言えない。 すなわ ち,
「専 」 とい う文宇について 右肩 に点があ るか ないか とい うことまで 確認 し
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て正 しく習得す る とともに,「セ ンモ ン」 の場合 に同 じ 「モ ン」で も 「問」
でな く 「門」 だ とい うことに注意 して正 しく習得す る。 これ が,と にか く
正 しい表記 を習得す る基礎 となるの で ある。
ところで,こ れ を,正 しい表記習得 のす べて とせず,わ ざわ ざ 「基礎 」
と断わ ったのは,い よい よ書きこ とば を中心 に 目本 語 を学習す るよ うにな
る と,こ の よ うな習得 だけでは,ま だ不十分 だか らである.そ れは,書 き
こ とば としては,文 章 の中における語 の表 記の正 しさとい うこ とを問題 に
しなければな らな いか らである。た とえば,同 じ く港 に着 くに して も,「南
極へ の途 中でキコウす る」 なら 「寄港」,「任務 を終 えてキマ ウす る」な ら
「帰港」で ある。同 じ社交的 目的 を持 っている会 合では あるが・「名 刺の コ
ウカン会」 は 「交換」,「選手の コウカ ン会 」は 「交歓 」であ る。 これは,
基本 的にはそれぞれの表記で表 わされ る語 の意味 の差 異に よるわけで ある
が,日 本 語の場合は,こ の種の紛 らわ しい同音異 表記語がい ろい ろ と多い
ので ある。そ うして,そ のことが,文 章 の中におけ る語の表記 の正 しさと
い う点 で,と くに問題 にな るのである。同 じこ とは,「絶 対にない」と 「絶
体絶命」,「前後 を考え る」と 「善後策」 につ いて も言え る。「絶体」 は 「か
らだをな くす」意 味の語 であるために 「命 をな くす」意味 の 「絶命 」 とと
もに用 い られ て 「追 い詰 められた よ うす」 にな る。 「善後策」 は 「適切な
あ としまつJの 意味 であって 「前後の策」 と異 な ることに注 意 しな けれ ば
い けない。 したが って,「絶対に死ぬ」 とい う意 味な らば 「絶対 絶命す る」
とい う形が正 しい のであ り.,「前後 で策が変 わる」 意味 では 「前後策 が異
なる」 が正 しい のである。 また,,同じ 「所 得ホ シ ョウ」 に 「所得保 障」 と
「所得補償」 の2種 類 があるとして も,別 にふ しぎではない。 社会保 障の
ほ うで 「一定 の所得 を守 る」ため に 「守 る」意味 の 「保 障Jを 用 い・交通
事 故で働 けな くな った場合にr被 害者 の受 ける損失 を埋 め合 わせ る」ため
にr埋 め合 わせ る」の意味の 「補償」 を用 いるの も・考 えてみれば 当然の
ことである。
これを要す るに,そ れぞれの漢 字は固有 の意 味を持 ってお り,そ れが そ
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の漢字 を含 む語 の意 昧 を限定 しているわけである。 したが って,同 じ 「ラ
イ ショ」 でも,そ の揚所 が 「営業所 ・研究所」 な ら 「来所」,「警察署 ・税
務署」な ら 「来署 」になる。 同 じ 「カ クセイキ」で も,メ ガホ ン程度の も
のは 「拡声器」,増幅装置の付い てい るものは 「拡声機」 である。 同 じよ
うに して,簡 便 なものは 「噴霧器」,大掛か りな ものは 「噴霧機」で ある。
「機械」 とい う語 を覚 えて 「工作 キカイ」に使えて も,「測定 キカイ」には
使えない。このほ うは 「器械」が正 しいか らであ る。細 かい ことにな ると,
動物関係 の 「成長Jが 植物 関係 に使 えず,囲 碁の 「定石」 が将棋に痩えな
い。 それぞれ 「生長 ・定跡」が正 しいか らであ る..一般 に 「配列 ・定年」
とする 「ハイ レツ ・テイネ ン」 も,図 書館 では 「排列 」,教育公務員や 自
衛官は 「停 年」が正 しい。 このあた りになる と,発 音 も意味 も同 じであ り,
はた して語 として 別語であ るか ど うかす ら疑 わ しい とも言える・ しか し・
それぞれ の分野 でその ような表記の慣用 がある以上 ・それ を正 しい表記 と
認 めないわけにはいかない。文章 の中における語 の表記 の正 しさについて
は,単 に意味 の違 いだけでな く,慣 用 による使 い分 けも尊重 しなければ な
らないのである。
以上は,セ・わ ゆる漢語 について見た のであるが,目同 じこ とは和語 の場合
にも言える。 た とえぱ,「オ リコム」 とい う語であ る汎 「新 聞に広告 をオ
リ=ム 」 は 「折 り込 む」 となるのに対 し,「条 文に趣 旨をオ リコムJは 「織
り込む」 である。 同 じ 「ヒ トデ」 も 「ヒ トデ の多い 目曜 日」 は 「人 出」 で
あ り,・「ヒ トデの掛か る仕 事」 は 「人手」 である。「デバ ナ」 の場合 も,「デ
バナ のお茶」 は 「出花」 であ り,「デバ ナを くじく」は 「出鼻」 である。 も
っとも,こ の程度 の ものな らば,発 音は同 じで も語源が異な るわ けで あ り,
そ の点に気 を付 けれ ば,使 い分け るこ と,必ず しも困難ではない・ しか し,
和語 の場合 は,漢 語 と異な り,語 源 を同じ くす る語 であ りなが ら漢字 で書
き分 けるこ とも多いのである。た とえぱ,「カゲ」であ るが,「物 の形」が
「カゲ」 である とともに 「物 を照 らす光 によってで きる形 」 も 「カゲ」 で
あ り,「物 のそ うい う部 分 に当た.るところ」 も 「カゲ」,「他方か ら見えな
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い ところ」 も 「カゲ」で ある。 す なわち,「月 のカゲ ・カゲが映 る ・山の
カゲ ・カゲの声」 も,語 源的には同 じ 「カゲ」 であ り,全 体 に共通す る意
味 を取 り出す ことも可能である。 ところが,こ の 「カゲ」 とい う語 も,表
記 としては 「影」 と 「陰」とに書 き分け,「月の影 ・影 が映 る ・由の陰 ・陰
の声」 とす るのが正 しい。「島カゲが見 える」 は 「影 」であ り,「島カゲに
隠れ る」は 「陰」である。 これは,「光 に よって生 じる形」を意味す る 「影 」
と 「山の北側」を意味す る 「陰」との意珠 の上 での差 異に よるものであ り,
結局,口 頭 では 同じ 「カゲ」 も,表 記 と して書 き分 けるこ とになるのであ
る。同 じよ うにして,文 章の中では,「暑 い ・熱い」 「写す ・映す」 を書 き
.分 けな ければな らない。「昭和の ヨ」 は 「代」 でも,「あの ヨ」 は 「世」 で
ある。「駅 前の クラ」 は 「倉」で も,「本 家の クラ」 は 「蔵」 である。 同 じ
「ヒナガ タ」で も1小 さく造 った 「調度品 の ヒナガタ」 は 「ひな型」で あ
り,書 式 の意味 で 「履歴書の ヒナガタJと な ると 「ひ な形 」 である。 「中
の兄 ・中指」 の表 記ができても 「ナカ値 ・ナ カ働 き」 は 「仲値 ・仲働 き」
で ある。そ の他,「大船 ・小舟」で 「フネ」 を書 き分 け,「政界 の大物 ・小
者」で 「モ ノ」 を書 き分ける、 「取Pツ グ」 は 「次 ぐ」,「受 けツグ」は 「継
ぐ」,「速度がハ ヤイ」 は 「速い」 で も 「ハ ヤ馬」 は 「早馬」,「御前 ジア
イ」は 「試合」,「どろジ アイ」 は 「仕合 い」にな る。 これ を要す るに,口
頭 では同 じ語?同 じ語源 と思えるもので も,表 記 としては書 き分 ける例が
決 して少な くないのであ る。そ うして,こ の ような書 き分 けが,文 章 の中
における語 の表記の正 しさを,そ れ だけむずか し くしてい るわ けである。
ところで,こ の種の正誤の中にも,戦 後に行なわれた国語政策 の影響が
見 られ るので ある。 まず,漢 語 につ いて見 ると,た とえば・「徽章 ・記章 」
で あるが,本 来は身分表示 の揚合 に 「徽章」 を用 い,「記章 」のほ うは記念
の意味 で 「従軍記章」な どと用 いていた。 ところが,「徽」 が 「当用漢宇
表」 に採用 されず,同 音の漢字 「記」 に よって書 き替え られ るよ うにな っ
た・そ のことは・1日表記で書き分 けていた 「徽 章 ・記章」 を 「記章」のほ
うに統合 した ことにな るのであ る。す なわち,旧 表記 では 「帽子 のキ シ ョ
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ウ」 の場合 に 「徽章』が正 しか ったのに対 し,現 代 表記では 「帽子 の記章」
が正 しくな ったのであ る。 同 じように,旧 表記では,普 通に尋ねる 「尋問」
と,職 権 をもって問 いただす 「訊問」 とが区別 され,「税務署 で尋 問 され
る」 「警 察署 で訊 問 され る」 と書 き分 けていた。 これ も 「訊」 が採用 され
なか ったために 「尋」 で書 き替 え られ,「警 察署 で尋問 され る」 となった。
こうして,金 属が トケル 「熔解」 も 「溶解」 とな って水 に トケル形 と同 じ
にな り,カパ ーす る意 味の 「掩護ゴ も 「援護」 とな ってバ ックす る形 と同
じになったのであ る。
次 に和 語であ るがン この よ うな統合は,和 語 の揚合 にい っそ う顕著 であ
る。たとえぱ,「アキル」 であるが,本 来はいや になる揚合 に 「厭 きる」,
満足する揚合 に 「飽 きる」 を用 いるのが 正 しか った、 ところが,「厭」 が
「当用漢字表 」 に採 用 されず,「飽 」.で書 き替 え られ るよ うにな った.「 シ
リゾケル」 にも,拒 絶す る意 味の 「斥 ける」 と撃 退す る意味の 「退 ける」
とがあった。 ところが,「斥」 の訓 として 「当用漢字音訓表」 に 「し りぞ
け る」が採用 されなか ったた め,「退」で書 き替 え られ るよ うにな った。 こ
うい うことは,や は り,旧 表記で書き分 けていた 「厭 きる ・飽 きる」を 「飽
きる」に統合 し,「斥 ける ・退 ける」 を 「退 ける」 に統合 した ことにな る
のである。 そのため,旧 表記 で・「勉強 にアキル」 は 「厭 きる」・「要求 を
シ リゾケル」 は 「斥け る」 が正 しか った のに対 し,現 代表記では,か って
誤 りとされていた 「勉 強に飽 きる・・要求 を退 ける」が正 しい とされ るに至
ったので ある。同 じよ うに して,「ね この仔」も現代表記 では 「人 の子」 と
同 じ く 「子」 にな り,外 国の 「河」 も目本 の 「川 」 と同じ く 「川」 と書 か
れ るようにな った。 平 面の 「マル」,立 体 の 「マル」 で 書 き分 けていた
「円 ・丸」 も,共 に 「丸」 とな り》不幸の 「ワザワイ」,災難 の 「ワザワイ」
で書 き分 けていた 「禍い ・災 い」 も,共 に 「災い」 とな った。 こうして,
旧表記で書 き分けていた多 くの異字 同訓 が統 合 され るこ とになったが,こ
れ らの中には,そ れぞれの漢 字の持 つ本 来の意味 か ら考 えて誤 りとすべ き
もの も少 な くない。そ のため,と くに和 語の場合 は問題が残 り,「温かい」
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を 「暖かい」,「憤 く」を 「吹 く」 と書 き替え るな どは,必 ず しも当初 意図
され た ように進 んではいない。 む しろ,「温かい ・噴 く」の揚合は,か な書
きに され る ことが多い くらいで ある。
なお,現 代表 記においては,旧 表 記で書 き分 けていなか った もの を書 き
分 ける例 も見 られ るのであ る。 それ は,本 来 の意 味か ら離れた場合や,補
助的 な意 味の場合,軽 い意味の揚合 に,か な書 き を積極 的に進めたた めに
起 こ る書 き分けであ る。 た とえば,「 結構 」 である が,「文字 のケ ッコウ」
は 「結構 」のま まで もア「ケッコウな 品」 はか なで 「けっこ う」 となった。
「ダ ンダ ンを上 がる」 は 「段々」 で も,「ダ ンダ ンよ くな る」は「だんだん」
とな った.こ うして,外 へ流れ る意味 の 「流 れ出す」 と流れ始め る意味の
「流れ だす」,名詞 の場合 の 「余 りがない」 と副詞 の場合の 「あま りない」
も書 き分け られ るよ うに なった。 その他,「傷の手 当て」 と 「期末手 当」,
「組み にす る」 と 「組 を分 ける」 な ど,送 りがな の有無 による書 き分 けも
見 られ るに至 った。文章の中にお ける語 の表 記の正 しさとい う点では・ こ
の種 の細かい書 き分 けもまた見 のが してはな らないのであ る。
5種 々の条件か ら見た文字および表記 の正 しさ
こ うして,数 多 くの文字の読み書 きができるようにな り,数多くの譜の
読み書きができるようになってい く。 しか し,いっまでも,日本語教育の
ために編集された教科書にばか りとじこもっているわけにはいかない。あ
る段階に達したならば,当 然のことなが ら,一般の日本人が読む新聞 ・雑
誌 ・単行本を扱わなければならない。それ と同時に,日本人の書いたノー
トや手紙や原稿が読めるようにならなければいけない。そうなると,いや
応なしに,教科書で学習 した表記 と異なる表記に接 してしまうわけである。
その場合,そ のような教科書と異なる表記について,こ れを誤Pと しては
ならない。それは誤 りであることもあるには違いないが,実 際は誤 りと言
えないことも多いからである.したがって,学 習者としては,そ ういう表
記も読んで理解できなければ困るのである。
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ところで,こ の場 合,学 習 しなか った ものは読 めな いのがあた りまえだ
と言 って しまえば それ までであ る。 しか し,学 習があ る段階 まで進 んで く
る と,何 とか読み こなす ことがで きるものであ る。 まず,宇 体で あるが,
この面で は,「會 ・肚」 な どの1臼宇体や 「仇 ・辛」 な どの書写体が問題 に
なる。 しか し,一 つ の文章 の中です べての語 の字体が異な っているわ けで
はない。 したが って,当 然読 める部分 を手掛か りに進む こ とが でき,前 後
.の関係か らそ こに存在す るはず の語 を推定す るこ ともで きるのである。た
とえ.ば,「株 式會 融」 であるが,こ れを 「株式会社」 と理解す るこ とが そ
れ ほど困難ではない。 「労 仇 ・辛業」 も 「労働 ・卒業」で ある ことが,容
易に理解 できるよ うになる。た だ し,そ うな って も,学 習者 自身が書 く場
合 には,や は り 「株式会社 ・労働 ・卒業」で さしつかえない のであ り,そ
のほ うが好 ま しい ので ある。す なわ ち,旧 字体 も書写体 も,読 んで理解 で
きれ ぱよいのであ って,書 けるまで学習す る必要はな く,ま して 自分 自身
の書 く表記 に用い るには及ばな いのである.
同 じこ とは,か なづかいや送 りが なについ て も言え る。 旧か なづかいで
「思 う」が 「思ふ 」,「いる」 が 「ゐる」 と書がれてい て も,や は り前後 の
関獅 も 「思 う」 「いる」 と理解す るのにそれほ ど困難 ではない.佃 送 り
がな で 「当た る」が 「当る」,「明 らかに」 が 「明か に」.とな っていて も,
「当たる ・明 らか に」 と同じよ うに読める ものであ る。 また,か なづかい
は別 として,送 りがなのほ うは,現 代表記 としての 「送 りがなのつけ方」
(昭和34年 ・内閣告示)の中に も幾つ かの許容事項があ り,いろいろの異同
が許 される こ と・r取 り引き ・取 引 き ・取 引」 に見る とお りであ る.し か
し,こ うい う場合 も,読 んで理解す るのにそれほ ど困難 を感 じないわ けで
ある。そ の他,現 代表記一般につい ては,そ の よ りどころ とな るそれぞれ
の根 拠 法 規 に 対 して どのよ うな 態 度 を執 るか とい うことも 問題 である.
「現 代かなづかい』は体系 として守 られ ることが多い けれ ども,「送 りがな
のっ け方」の揚合 には・必ず しも守 られ ている とは言えな い。「当用漢字表」
「当用漢字音訓表 」 に基づ く漢字書 き ・かな書 きになる と,こ の傾向はい
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っそ うはなはだ しい.し か し,そ のよ うな根拠法規 を守 っていないか らと
い って,そ れ を誤 りとす る ことはでき ない。 この ことは,と くに旧表記 の
残 存について言え るのである.そ の うえ,一 般 の 日本人 の場 合,か つて学
習 した とお りの形 を後 々までも使 う傾 向が ある こと,字 体の揚合に限 らな
いのであ る.し た がって,旧 表記 が使 われ ていて も,誤 りと考 えて はな ら
ない ので あ り,日 本語表記 の実情 としては,そ の ことでそ の筆者 の教養 が
疑 われ るこ ともないのであ る。 もちろん,数 多 くの中 には 旧表記 としても
誤 りで ある場 合参ない とは言えない。 「達」 の中を 「幸 」に し,「済」 の下
を 「月」 にす るな どは,旧 字体 として も誤 りであ る。 「応対』 を 「応待 」,
「打開」 を 「打解 」 とす るの も,や は り誤 りであ る。 しか し,誤 りであ っ
て も,目この ように一般 に誤 られやす い ものについ ては,何 とな く理解 でき
る ものである。「専 門」 の 「専」 の右肩 に点 があ った として も,「専 門」 の
こ とだ と理解 で きないわけではない.「専問店 」 とい う看板 を見 て 「専 門」
な ら知 ってい るが 「専問」は教わ らなか ラた とい うことに もな らない。た
だ し,学 習者 自身が そのよ うな字体の誤 り・使用 の誤 りをしてはな らない
のであ る。
ところで,こ のよ うな誤 りであ るが,特 別 の表現効果 をね らう揚合 には,
故意に誤用す るこ とも行なわれているのであ る。た とえぱ・「リョウサィ ケ
ンボ」であ るが,本 来 は 「よい妻 ・か しこい母」であ って 「良妻 賢母」が正
しい。「リ ョウサイケ ンボを 目ざす女子 教育」 といえば,当 然 「良妻 賢母 」
で あ り,試 験 の答案 に 「料裁健母」 と書けば,明 らか に誤 りである.し か
し,女 子教育 の 目標 として 「料理 ・裁 縫ので きる健康 な母」 とい うものが
取 り上 げ られ ないわけではない。その際 にこれ を 「料裁健母 」 と表記す る
ことは,決 して誤 りではない。それは,す で に存在す る 「良妻 賢母」 とい
う語 と同 じ発 音である ことが,か えって 大 きな 表現効 果 を持つのであ る。
同 じよ うに して,す でに 「公害」 とい う語 が使 われ ている以上,列 車 便所
のま き散 らす害に対 して 「黄害」とい う表記 を用い・「黄害 に悩 む住民」 と
い う表現 を成 り立たせ ることが可能で ある.『 再 開発」 とい う語があ るこ
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とを利用 し,天災を受けた都市の復興を 「災開発」と称することも可能で
ある。
したがって,その表記が辞書や表記辞典に載っていないからといって・い
ちがいに誤 りとすることもできない。そればか りでなく,この種の特別の
表記の中には・そのまま一般に使われるに至るものも少な くないのである・
それは,新 たな内容 をi語で表現したい揚合に,漢 字の経み合わせによる
造語が最も簡便でしかも効果的だからである。たとえば,「制圧」 である
が,「征圧」 は本来誤 りである。 しか し,が んの揚合に,単 に威力で押え
付けるのではなく,征服し圧迫するという意味で 「征圧」とい う表記が用
いられている。いつも同じ行為を繰 り返すのが 「常習」であ り,「常習犯」
という語がすでに存するのに対し,同 じようにして,い つも災害の襲 う地
域のほうは 「常襲地」 である。計器を見詰めて異常を防ぐ仕事は,「監視
業務」 でな く 「看視業務」 とな ㌦ 患者の招きに応じなければならない
医者の義務は,「応召義務Jで なく 「応招義務」 となっている。そうして,
このような造語は,同 音の既成語がな くても,同型の翫成語があれば成 り
立っのである。こうして,「患者」に対 して 「患畜」・「学歴』に対して 「災
歴」が生まれ,「新穀 ・攻勢」があれば 「旧穀 ・防勢」が使われる.す な
わち,日本語による文章表記の理解 とい う立場では,こ の種の新しい表記
もまた理解できなければならないのである.そればか りでな く,日本語で
考えるようになると,自分でもこの種の新 しい表記の造れる能力が必要に
なってくるのである。そうなると,表記における正誤の基準についてどの
ように考えたらよいかということが,また別の観点から問題になるわけで
ある。
6結 語
以上で,表記における正誤の基準にっいての考察をひととおり終わるこ
とにする。しかし,このような考察を進めてきた過程で疑問になったこと
の一つは,最 初に取 り上げた 教科書どお りを正 しい とする行き方である。
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すなわち,日本語表記の実情を見るとき,教科書 どお りを正 しいとする基
準で,ど こまで押 し通せるかとい うことである。それは・むしろ,段 階に
応じて変えていかなければいけない とも言えるのである。
た とえば,話 しことばを主とする初蔽であるが,こ の段階では,目 頭で
用いる形が基本であ り・それを表記するための文字 として・基礎的なもの
とその使い方が取 り上げられている。そうい う立揚では・必要な表記に関
し・教科書どお りの字体,教 科書どお りの使い方を押 し付けることも,決
して無理ではな く,むしろ好ましいわけである。次に,書 きことばを主 と
す る中級であるが,こ の段階になると,語いの増加が表記の面から行なわ
れることにな り,その点では・初級の段階と異な り,表記のほうが中心に
なる。そ うして,文章の中における語の表記とい う立場に重点を置 くこと
になるが,や は り教科書どおりを基準としてさしつかえなく,そのほ うが
好ま しいわけである。 しかし,この段階になると,学習者は教科書以外か
らも種 々の表記を取 り入れるようになるのが普通である。 したがって,日
本語の表記にいろいろの方式があること,教科書 と異なる表記が必ず しも
誤 りでないこと,などについて,少しずつ理解させていかなければならない
のである。そうして,い よいよなまの教材を使用する上級である。この段
階になると,種々の条件から見た文字および表記とい う点での適切な指導
がど うしても必要になってくるわけである・しか し・この段階に達 しても・
学習者 自身が表現に用い る表記については・初級およぴ中級の段階で習得
してきたものを基礎に発展させるのが効果的であ 鉱 そのほうが好ましい
のである。
もっとも,一般には,初 級 ・中級 ・上級 という段階に応 じた表記の指導
に関 し,漢宇のほ うは,字 種および宇数で段階を設けることが行なわれて
いる。数多 くの複雑な漢字を短期問に習得することができない以上,そ の
ような段階付けも確かに必要であり,これを無視することはできないわけ
である。 しかし,それはそれとして,表記の正誤の基準に関し,こ こで扱
ってきたような観点も無視できないよ うに思えるのである。 この小論が,
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そ うい う立揚で・ 日本語教育における表記の指導に,多 少とも役立つこと
を願 うものである。
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